
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

目

次

担

当

課

（

室

）

【

告

示

】

○

一

般

乗

合

用

の

バ

ス

の

取

得

に

係

る

自

動

車

取

県

民

生

活

交

通

課

得

税

の

非

課

税

措

置

の

対

象

と

な

る

路

線

の

指

定

の

一

部

改

正

○

岡

山

県

補

助

金

等

交

付

規

則

の

規

定

に

よ

る

補

保

健

福

祉

課

助

金

等

の

名

称

等

の

制

定

の

一

部

改

正

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

包

括

外

部

監

査

契

約

の

締

結

行

政

改

革

推

進

室

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

指

定

介

護

療

養

型

医

療

施

設

の

指

定

の

辞

退

長

寿

社

会

課

○

岡

山

県

立

森

林

公

園

の

開

園

日

林

政

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

公

告

】

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

基

本

測

量

の

終

了

〃

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

の

訂

正

選

挙

管

理

委

員

会

岡

山

県

公

報

平成２７年４月１０日 第１１６７６号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
一
号

平
成
二
十
三
年
岡
山
県
告
示
第
六
百
五
十
四
号
（
一
般
乗
合
用
の
バ
ス
の
取
得
に
係
る
自
動
車
取
得

税
の
非
課
税
措
置
の
対
象
と
な
る
路
線
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一
中
「
平
成
二
十
三
年
度
分
」
の
下
に
「
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
分
ま
で
」
を
加
え
、
二
か
ら
四
ま

で
を
削
り
、
五
を
二
と
し
、
六
中
「
平
成
二
十
四
年
度
分
」
の
下
に
「
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
分
ま
で
」

を
加
え
、
六
を
三
と
し
、
七
及
び
八
を
削
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
二
号

昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
三
号
（
岡
山
県
補
助
金
等
交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
補
助
金

等
の
名
称
等
の
制
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年
度
分
の
補
助
金
か
ら
適
用
す

る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
保
健
福
祉
部
の
部
岡
山
県
地
域
が
ん
診
療
拠
点
病
院
機
能
強
化
事
業
費
補
助
金
の
項
中
「
岡
山
県

地
域
が
ん
診
療
拠
点
病
院
機
能
強
化
事
業
費
補
助
金
」
を
「
岡
山
県
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
機
能
強

化
事
業
費
補
助
金
」
に
改
め
、
「
医
療
機
関
」
の
下
に
「
の
開
設
者
」
を
加
え
、
「
国
立
病
院
」
を
「
独

「

１

連
絡
協
議
会
の

設
置
・
運
営
事
業

２

院
内
が
ん
登
録

立
行
政
法
人
及
び
国
立
大
学
法
人
」
に
、

事
業

を

３

研
修
会
等
事
業

４

普
及
啓
発
・
情

報
提
供
事
業

」

「

が
ん
診
療
連
携
拠
点

に
改
め
、
同
部
岡
山
県
女
性
医
師
等
就
労
環
境
改
善
事
業
補
助
金
の
項

病
院
機
能
強
化
事
業

」

中
「
短
時
間
勤
務
制
度
等
導
入
事
業
」
を
「
女
性
医
師
等
就
労
環
境
改
善
事
業
」
に
、
「
四
分
の
三
」

を
「
二
分
の
一
」
に
改
め
、
同
部
岡
山
県
地
域
母
子
保
健
事
業
費
補
助
金
の
項
、
岡
山
県
妊
婦
健
康
診

査
臨
時
特
例
事
業
費
補
助
金
の
項
及
び
岡
山
県
育
児
支
援
強
化
事
業
費
補
助
金
の
項
を
削
り
、
同
部
岡

山
県
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
費
補
助
金
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

岡
山
県
小
児
慢

小
児
慢
性
特
定

市
町
村

小
児
慢
性
特
定
疾
病

補
助
基
本
額
の
四
分

性
特
定
疾
病
児

疾
病
児
童
等
の

（
指
定

児
童
等
日
常
生
活
用

の
三
以
内
。
た
だ
し
、

童
等
日
常
生
活

日
常
生
活
の
便

都
市
及

具
給
付
事
業

市
及
び
福
祉
事
務
所
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用
具
給
付
事
業

宜

び
中
核

を
設
置
し
て
い
る
町

費
補
助
金

市
を
除

村
に
あ
つ
て
は
、
補

く
。
）

助
基
本
額
の
二
分
の

一
以
内

表
保
健
福
祉
部
の
部
岡
山
県
少
子
化
対
策
強
化
交
付
金
の
項
中
「
二
千
万
円
」
を
「
二
千
五
百
万
円
」

に
、
「
八
百
万
円
」
を
「
一
千
万
円
」
に
改
め
、
同
部
岡
山
県
ひ
と
り
親
家
庭
生
活
支
援
事
業
費
補
助

金
の
項
中
「
岡
山
県
ひ
と
り
親
家
庭
生
活
支
援
事
業
費
補
助
金
」
を
「
岡
山
県
母
子
家
庭
等
日
常
生
活

支
援
事
業
費
補
助
金
」
に
改
め
、
同
部
岡
山
県
身
体
障
害
者
更
生
援
護
事
業
費
補
助
金
の
項
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

岡
山
県
知
的
障

知
的
障
害
者
の

知
的
障

知
的
障
害
者
更
生
援

補
助
基
本
額
の
二
分

害
者
更
生
援
護

福
祉
の
増
進

害
者
団

護
事
業

の
一
以
内
。
た
だ
し
、

事
業
費
補
助
金

体

一
団
体
当
た
り
二
十

万
円
を
限
度
と
す

る
。

表
保
健
福
祉
部
の
部
岡
山
県
難
聴
児
補
聴
器
交
付
事
業
費
補
助
金
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

岡
山
県
重
症
心

レ
ス
パ
イ
ト
サ

市
町
村

重
症
心
身
障
害
児
者

補
助
基
準
額
に
利
用

身
障
害
児
者
レ

ー
ビ
ス
の
整
備

（
指
定

レ
ス
パ
イ
ト
サ
ー
ビ

日
数
を
乗
じ
て
得
た

ス
パ
イ
ト
サ
ー

及
び
充
実

都
市
を

ス
拡
大
促
進
事
業

額
の
二
分
の
一

ビ
ス
拡
大
促
進

除
く
。
）

事
業
補
助
金

岡
山
県
重
症
心

レ
ス
パ
イ
ト
サ

短
期
入

重
症
心
身
障
害
児
者

補
助
基
本
額
の
二
分

身
障
害
児
者
レ

ー
ビ
ス
の
整
備

所
事
業

の
新
た
な
受
入
れ
等

の
一

ス
パ
イ
ト
サ
ー

及
び
充
実

所
の
設

に
必
要
な
設
備
の
整

ビ
ス
施
設
開
設

置
者

備
又
は
備
品
の
購
入
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等
支
援
事
業
補

助
金

岡
山
県
発
達
障

発

達

障

害

児

市
町
村

１

発
達
障
害
者
支

補
助
基
本
額
の
二
分

害
者
支
援
体
制

（
者
）
へ
の
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

の
一

整
備
事
業
費
補

援
体
制
の
整
備

タ
ー
の
設
置

助
金

の
促
進

２

連
絡
調
整
会
議

の
設
置

３

個
別
の
支
援
計

画
の
作
成

４

関
係
者
の
研
修

等
の
実
施
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
三
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
包
括
外
部
監
査
契
約
を
次
の
と
お
り
締
結
し
た
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

包
括
外
部
監
査
契
約
の
期
間
の
始
期

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日

二

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法

基
本
費
用
、
執
務
費
用
及
び
実
費
と
す
る
。

三

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

氏
名

青
木

靖
英

住
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
栢
谷
一
〇
〇
五
番
地
一

四

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
支
払
方
法

監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
の
提
出
後
に
一
括
払
を
す
る
。
た
だ
し
、
業
務
の
実
施
上
必
要
と
認

め
る
と
き
は
、
前
金
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
四
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

ユ
サ
ン
精
密
株
式
会
社

ー

1
8
2
5

住
所

岡
山
県
吉
備
中
央
町
下
加
茂

氏
名

代
表
取
締
役

丹
下

信
二
郎

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
ユ

サ
ン
精
密
株
式
会
社

第
一
工
場

ー

1
8
2
5

所
在
地

岡
山
県
吉
備
中
央
町
下
加
茂
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後 新 設

65 65
種 類 酸又はアルカリによる表 同左 酸又はアルカリによる表

面処理施設L－22－１ 面処理施設L－21

能 力 1.6ｔ／ｈ 同左 120串／ｈ

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 工事着手後直ちに 工事着手後20日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後直ちに 工事完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 31.0 32.0 31.0 32.0 7.0 8.0
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 9 10
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 10 30
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 20 60 同左 同左

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 80 150

油 分（㎎／ℓ） 10 30

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 30 40 10 25 23 45

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 30 50 同左 同左

Ｚ ｎ（㎎／ℓ） 4 12 - - 4 12

アンモニア，アンモニウム
化合物，亜硝酸化合物及び 3 5 - - 3 5
硝酸化合物（㎎／ℓ）

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 工程排水処理施設Ａ

種 類 中川化学社製

構 造 鋼板製（一部コンクリート製）
同左

主 要 寸 法 26.5×5.5×5.3Ｈ

能 力 ８㎥／ｈ

処 理 の 方 法 中和，凝集沈殿，ろ過吸着

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 工事着手後20日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時において 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該特定施設か 区 分
ら排出される汚 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
水等の汚染状態
の通常の値及び 水 量（㎥／日） 183.5 184.5 同左 187.0 188.5 187.0 188.5
最大の値並びに
当該汚水等の通 ｐ Ｈ 9 10 6～8 5.8～8.6
常の量及び最大
の量 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 10 30 5 10

ＣＯＤ（㎎／ℓ） 20 60 10 30 同左

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 80 150 20 40

油 分（㎎／ℓ） 10 30 2 3

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 20 40 同左 23 45 23 45

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 20 40 1 2

Ｚ ｎ（㎎／ℓ） 10 30 2 2
同左

アンモニア，アンモニウム
化合物，亜硝酸化合物及び 3 5 3 5
硝酸化合物（㎎／ℓ）
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区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 工程排水処理施設Ｃ

種 類 中川化学社製

構 造 鋼板製（一部コンクリート製）
同左

主 要 寸 法 15.9×5.0×3.95Ｈ

能 力 ４㎥／ｈ

処 理 の 方 法 中和，凝集沈殿，ろ過吸着

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 工事着手後20日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時において 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該特定施設か 区 分
ら排出される汚 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
水等の汚染状態
の通常の値及び 水 量（㎥／日） 81.3 94.5 同左 84.8 98.5 84.8 98.5
最大の値並びに
当該汚水等の通 ｐ Ｈ 9 10 6～8 5.8～8.6
常の量及び最大
の量 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 10 30 5 10

ＣＯＤ（㎎／ℓ） 20 60 10 30 同左

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 80 150 20 40

油 分（㎎／ℓ） 10 30 2 3

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 20 40 同左 23 45 23 45

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 20 40 1 2

Ｚ ｎ（㎎／ℓ） 10 30 2 2
同左

アンモニア，アンモニウム
化合物，亜硝酸化合物及び 3 5 3 5
硝酸化合物（㎎／ℓ）
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(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 No.２排水口 No.３排水口 雨水排水口No.４,５

変 更 前 変 更 後 新 設 新 設
区 分

通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大

水 量（㎥／日） 264.8 279.0 271.8 287.0 21.0 23.0 0 0

ｐ Ｈ 6～8 5.8～8.6 6～8 5.8～8.6 - -

ＢＯＤ（㎎／ℓ） 5 10 5 10 - -

ＣＯＤ（㎎／ℓ） 10 30 同左 10 30 - -

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 20 40 10 20 - -

油 分（㎎／ℓ） 2 3 2 3 - -

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 20 40 23 45 1 1 - -

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 1 2 1 1 - -

Ｚ ｎ（㎎／ℓ） 2 2 - - - -
同左

アンモニア，アンモニウム
化合物，亜硝酸化合物及び 3 5 - - - -
硝酸化合物（㎎／ℓ）

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 平成27年４月10日から同年５月１日まで
(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び吉備中央町役場
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
五
号

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

施
設
の
名
称
及
び
開
設
場
所

１

名
称

医
療
法
人
八
紘
会
上
田
紀
念
病
院

２

開
設
場
所

岡
山
県
浅
口
市
鴨
方
町
鴨
方
一
〇
八
一－

一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

医
療
法
人
八
紘
会

２

所
在
地

岡
山
県
浅
口
市
鴨
方
町
鴨
方
一
〇
八
一－

一

三

辞
退
年
月
日

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
一
二
七
一
〇
〇
二
七

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

介
護
療
養
型
医
療
施
設
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
六
号

岡
山
県
立
森
林
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
六
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
岡
山
県
立
森
林
公
園
の
平
成
二
十
七
年
の
開
園
日
を
同
年
四
月
十
六
日
と
す
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

高
山
芳
井
線

三

道
路
の
区
域

区

域

新
旧

幅

員

延

長

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

井
原
市
芳
井
町
片
塚
字
名
郷
谷
一
八
七
二
番
四

地
先
か
ら

新

一
〇
・
五
～

二
四
八
・
五

井
原
市
芳
井
町
片
塚
字
古
屋
谷
日
向
二
一
八
五

一
九
・
〇

番
一
地
先
ま
で

井
原
市
芳
井
町
片
塚
字
名
郷
谷
一
八
七
二
番
四

地
先
か
ら

旧

六
・
〇
～

二
四
八
・
五

井
原
市
芳
井
町
片
塚
字
古
屋
谷
日
向
二
一
八
五

一
五
・
五

番
一
地
先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

路

線

名

区

間

供

用

開

始

種

類

年

月

日

県
道

高
山
芳
井
線

井
原
市
芳
井
町
片
塚
字
名
郷
谷
一
八
七
二
番
四
地
先

平
成
二
十
七

か
ら

年
四
月
十
日

井
原
市
芳
井
町
片
塚
字
古
屋
谷
日
向
二
一
八
五
番
一

地
先
ま
で
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〔
一
四
五
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
高
梁
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

高
梁
市
有
漢
町
上
有

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
）

平
成
二
十
七
年
四
月
十
三
日
か
ら

漢
地
内

同
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

平成２７年４月１０日　岡山県公報　第１１６７６号平成２７年４月１０日　岡山県公報　第１１６７６号平成２７年４月１０日　岡山県公報　第１１６７６号



〔
一
四
六
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国

土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

終

了

年

月

日

岡
山
県
内
全
域

基
本
測
量
（
「
国
土
広
域
情
報
」

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

修
正
測
量
）
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
三
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
に
つ
い
て
、
岡
山
県
放
射
線
技
師
連
盟
か
ら
訂
正
の
申
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
し
た
政
治
団
体
の
代
表
者
等
の
異
動
（
平
成
二
十
六
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
七
年
四
月
十
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

岡

本

研

吾

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）
中
岡
山
県
放
射
線
技
師
連
盟
の
う
ち
「
岡
山
市
北
区
平
野
二
三
六
九－

一
」
を
「
岡
山
市
北
区
平
野
二
三
九－

一
」
に
改
め
る
。
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